
静岡市移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例の改正について

２．法律上の体系について

第10条
道路管理者は、特定道路又は旅客特定車両停留施設の新設又は改築を

行うときは、当該特定道路又は当該旅客特定車両停留施設を、移動等円
滑化のために必要な道路の構造に関する条例（国道（道路法第三条第二
号の一般国道をいう。以下同じ。）にあっては、主務省令）で定める基
準（以下この条において「道路移動等円滑化基準」という。）に適合さ
せなければならない。

第1条
この省令は、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関

する法律（以下「法」という。）第十条第一項に規定する道路
移動等円滑化基準を条例で定めるに当たって参酌すべき基準並び
に同条第三項及び第四項の主務省令で定める基準を定めるものと
する。

第1条
この条例は、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促
進に関する法律第10条第１項の規定に基づき、市が管理
する県道及び市道に係る移動等円滑化のために必要な道
路の構造に関する基準を定めるものとする。

【法律】高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー法）

【省令】移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める省令

１．条例改正について
【概要】

【条例】静岡市移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例

本条例は、「高齢者、障害者等の移動等円滑化の促進に関する
法律」（バリアフリー法）第10条第１項の規定に基づき、国の省
令で定める基準を参酌して、市が管理する県道及び市道の道路移
動等円滑化基準を条例で定めている。
バリアフリー法の改正に伴い新たに「旅客特定車両停留施設」
が、バリアフリー基準適合義務の対象施設として追記された。
このことから、条例においても「旅客特定車両停留施設」の構
造基準を定める等、所要の改正を行うものである。

出展：国土交通省資料
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○道路法の改正 （令和２年５月27日公布、令和２年11月25日施行）
⇒道路法の改正により、新たに「特定車両停留施設」が道路附属物として位置
づけられた。

○特定車両停留施設
⇒バスやトラック、タクシーなどあらかじめ指定された特定の種類の車両のう
ち、停留の許可を受けた車両が停留することができる施設のことであり、道路
法の改正により創設された制度

３．背 景
○国交省によるバスタプロジェクトの全国展開
⇒バスタプロジェクトとは、道路管理者が主体となって集約型公共交通ターミナ
ル（バスタ）の整備・マネジメントを行うことにより、地域における課題解決と
ともに、「みち」・「えき」・「まち」が一体となった新たな空間の創出により、
道路ネットワークの機能を最大限に発現し、地域の活性化や災害対応の強化、生
産性の向上の実現を図る未来志向の新たな取組である。

○鉄道、バス、タクシー等の乗降所を集約し、スムーズな乗り継ぎが可能となる
ことで、利便性向上が図れるだけでなく、交通混雑の緩和や物流の円滑化が期待
されている。

出展：国土交通省資料 出展：国土交通省資料
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４．道路移動等円滑化基準省令の改正の概要
○移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める省令の改正
（令和３年４月１日施行）

⇒旅客特定車両停留施設の新設又は改築を行うときは、道路移動等円滑化基準で
定める基準に適合させなければならない（バリアフリー法第１０条１項）

⇒既存の旅客ターミナル等のバリアフリー基準（公共交通移動等円滑化基準）を
参考に基準を策定（バリアフリー法第８条１項）

出展：国土交通省資料

○旅客特定車両停留施設とは・・・
交通の緩和や物流の円滑化のための、バス、トラック、タクシー等の事業

者専用停留施設のうち、「乗降所」「通路」「待合所」などの旅客を対象と
する特定車両停留施設であり、道路管理者が設け、管理するもの

５．旅客特定車両停留施設のイメージ

※ 既存の旅客ターミナルは、公共交通移動円滑化基準に基づき整備されている。 出展：国土交通省資料


